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今や製造業の海外移転による国内の空洞化が進み

つつあります。またアメリカに対してIT化では遅

れをとっている現状でもあります。

こういった時代だから，コンピュータとか情報化

に取り組むことが仕事のすべてと思っている若い人

たちが多い感じがします。しかし海外と比較し日本

の技術力は，長い間培われてきた基礎的な力に圧倒

的に大きな優位性を感じます。

機械を安全に正確に扱う，電気実装が正確にでき

る，語学ができるなど技術・技能的な内容と並行し，

モラルとか仕事への態度も大きな比重があります。

こういった基本ができていないと，新しい発想や将

来の飛躍はないのです。基本的な力があって初めて

機械設備を高度に使いこなす，改善・発展ができる，

また語学なら単なる通訳ではなく本質を伝える力へ

と発展していきます。

仕事の基本ができても次の目標設定が難しくな

り，変化が激しい，先が見えない，あるいは専門化

が進みすぎ，森ではなく木しか見えない状態になっ

ています。

そこで私は，

①現実対応能力として

――個別の小さなスピード感あふれる達成目標

②長期の目標として

――こうありたいという自分づくりの達成目標

の両面からの目標を設定し，空洞化に負けない活力

ある人材を育てることが必要ではないかと思います。

そのために育成目標をCS（コンシューマー・サ

ティスファクション）的に立場を逆転して考えてみ

たらどうかと思います。例えば海外にいる現地の人，

機械，または設計や技術のアウトプットである図面

や商品の立場に立って見たらどうだろうか？　機械

の立場で，働く人から何をいただくと一番うれしい

のか考えてみるとき，

①ここが悪いのに原因をなかなか見つけてくれない

②部品交換してくれたのはよいが材質が違っている

③注油が必要なのに指示がない

こんなことが程度の差はあれ起きています。これは

丁度われわれがお医者さんのサービスを受けるのと

同じで，自分が機械のお医者さんの立場であること

を意識すれば，自ずと何をすればよいのか，そのた

めに何の学習をすればよいのかが自然に見えてきま

す。

名医の見る眼はいつも問題意識を持っています。

問題意識をさらに高めるには，相手（機械やお客さ

ま）の仕事を実体験し，また異なった仕事を積極的

に実体験することが大切です。体験とともに問題意

識を持ってとらえることにより，物を見る視野が広

がり，また仕事の本質が見えてきます。そのことが

できるためには，短大での幅広い基本学習をしっか

り身につけることが必要です。

一見こんな小さな目標設定が，グローバルな世界

において，機械だけでなく広く相手に認められるも

ととなり，今後も日本の海外に対する優位性につな

がっていくと思います。

「まずこの機械のことは何でも俺に聞いてくれ」

誰に何と言われようが，

「私はこの機械の名医と言われたい」

という思い入れを持てたとき，初めて一人前の技

術・技能者の道が見えてくるのではないでしょう

か？

ぜひ自分のやるべきことの見える名医になってく

ださい。
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